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令和３年第１回度会町議会定例会会議録 

 

招集年月日  令和３年３月18日 

招集場所  度会町議会議場 

開議  令和３年３月18日（午前９時10分） 

出席議員   １番 大西  徹   ２番 大野 原德   ３番 中西 久博 

       ４番 長谷川多一   ５番 貞森 義和   ６番 若宮 淳也 

       ７番 西井 仁司   ８番 舟瀬  勝   ９番 濱岡 裕之 

       10番 牧  幸作   11番 中森  慰 

欠席議員   なし 
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       町 長  中村 忠彦    産業振興課長  作野 和幸 

       副 町 長  西岡 一義    建設水道課長  中川美知彦 

       総 務 課 長  中西  章    環境水道担当課長  森井  裕 

       みらい安心課長  山下 喜市    会 計 管 理 者  長谷川陽子 

       税務住民課長  中井 宏明    教育委員会教育長  中西 正典 

       保健こども課長  岡田 美和    教育委員会事務局長  中井  均 

       長寿福祉課長  迫本  晃     

 

議会の職務のために出席した者の職員氏名 

       議会事務局長  岡谷 吉浩    書 記  阪口 昇吾 

       書 記  倉田 晃旗    書 記  中村 公洋 

 

議事日程 

 日程第１ 一般質問     １．５番 貞森 義和 議員 

               ２．６番 若宮 淳也 議員 

               ３．４番 長谷川多一 議員 

 日程第２ 各常任委員長審査結果報告、質疑 

 日程第３ 討論（議案第１号～議案第28号） 

 日程第４ 採決（議案第１号～議案第29号） 

 追加日程第１ 議員提出議案の上程（発議第１号） 

 追加日程第２ 提出理由の説明（発議第１号） 

 追加日程第３ 質疑（発議第１号） 

 追加日程第４ 討論（発議第１号） 
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 追加日程第５ 採決（発議第１号） 

 日程第５ 閉会中の継続審査の申出について 

 

上程議案 

 議案第１号 令和３年度 度会町一般会計予算 

 議案第２号 令和３年度 度会町国民健康保険特別会計予算 

 議案第３号 令和３年度 度会町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

 議案第４号 令和３年度 度会町介護保険特別会計予算 

 議案第５号 令和３年度 度会町郡指導主事共同設置事業特別会計予算 

 議案第６号 令和３年度度会町後期高齢者医療特別会計予算 

 議案第７号 令和３年度度会町水道事業会計予算 

 議案第８号 令和２年度度会町一般会計補正予算(第８号) 

 議案第９号 令和２年度度会町国民健康保険特別会計補正予算(第４号) 

 議案第10号 令和２年度度会町介護保険特別会計補正予算(第４号) 

 議案第11号 令和２年度度会町後期高齢者医療特別会計補正予算(第４号) 

 議案第12号 地方自治法第96条第２項の規定による議会の議決すべき事件を定める 

       条例の一部を改正する条例について 

 議案第13号 度会町議会議員及び度会町長の選挙における選挙運動の公営に関する 

       条例について 

 議案第14号 度会町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改 

       正する条例について 

 議案第15号 度会町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基 

       準を定める条例の一部を改正する条例について 

 議案第16号 度会町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

 議案第17号 度会町介護保険条例の一部を改正する条例について 

 議案第18号 度会町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定め 

       る条例の一部を改正する条例について 

 議案第19号 度会町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防 

       支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定 

       める条例の一部を改正する条例について 

 議案第20号 度会町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する 

       基準に関する条例の一部を改正する条例について 

 議案第21号 度会町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営 

       並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果 

       的な支援の方法に関する基準に関する条例の一部を改正する条例につ 
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       いて 

 議案第22号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度度会町一般会計補 

       正予算（第７号）） 

 議案第23号 第７次度会町総合計画基本構想について 

 議案第24号 注連指辺地に係る公共的施設の総合整備計画について 

 議案第25号 立花辺地に係る公共的施設の総合整備計画について 

 議案第26号 市場・脇出辺地に係る公共的施設の総合整備計画について 

 議案第27号 度会町地域福祉センターの指定管理者の指定につき同意を求めること 

       について 

 議案第28号 宮リバー度会パーク・遊水プール鏡指定管理者の指定につき同意を求 

       めることについて 

 議案第29号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 

◎開会の宣告                          （９時10分） 

○議長（濱岡 裕之） ただいまの出席議員は11名で、定足数に達しております。 

  よって、令和３年第１回度会町議会定例会を再開いたします。 

  直ちに、本日の会議を開きます。 

  本日の議会日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により会議を

進めたいので、御了承をお願いいたします。 

 

◎一般質問 

  日程第１ これより一般質問を行います。 

  質問は、通告書どおりに発言を許します。 

  質問者は質問席で、答弁者は演壇で発言をお願いいたします。 

  ５番 貞森義和議員。 

《５番 貞森 義和 議員》 

○５番（貞森 義和） 皆さん、おはようございます。 

  過日、質問通告をさせていただきまして、許可を頂きました２件について質問さ

せていただきます。 

  まず、１件ですが、新型コロナのことからやらせてもろてよろしいか。順番違っ

てますか。 

○議長（濱岡 裕之） 学校給食。 

○５番（貞森 義和） 学校給食、分かりました。 

  私はもともと教育の世界におりましたので、学校教育のことに少し関心がありま

して、度会町は今ありがたいことに学校給食は半額補助と、この前、新しい議長、
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町長になってから、保育所のほうもその点を考慮いただきました。 

  そこで、できたら無料化をお願いしたいというのが私の希望ですが、一遍に皆、

無料化というのなかなか厳しいか分かりませんので、私は中学校の子から無料化し

ていってほしいと、そしたら保育所、小学校もいずれ経過する道ですから、下の子

からやなしに、上からやってほしいというふうに学校給食の無料化で特に中学生の

子からお願いできないかと、今、度会町もこの前、人口見ていましたら広報でいよ

いよ8,000割りました。 

  当然、子供の数も減ってくると思います。人に優しいまちづくりとか、子育ての

しやすいまちづくりというのは、私以外に町長さんも立候補のときにあちこちでこ

う述べられとるんじゃないかと思います。 

  この前、どなたかの議員さんも今の町長になってからどうや、公約はどこまで進

捗したんやという質問があったように、私らも新しい町長になってからここが改善

されたなというのを町の人に言いたいわけです。そういう意味でまず希望するのが、

学校給食を一部でええから無料化してほしいと、これが最初の質問でございます。 

  半額がとうとう一回りしましたので、半額補助が一回りしましたので、今度はも

う、私ら１期くらいしかよう務めない議員ですから、私らのおる間にどこか無料化

を糸口としてやってほしいということで、町長にこの件で御意見を伺いたいという

のが私の第一の発言内容です。 

  これで一旦やめさせてもろてよろしいか。 

○議長（濱岡 裕之） この件について。 

○５番（貞森 義和） では、お願いします。 

○議長（濱岡 裕之） 中村町長。 

○町長（中村 忠彦） それでは、皆さんおはようございます。 

  貞森議員さんの質問にお答えをいたします。 

  学校給食費につきましては令和元年12月定例議会におきまして、無償化の方針に

ついてお答えをしたところでございます。 

  前回と重なる内容ではございますが、平成30年６月議会において子育て支援事業

として、小中学校の給食費の約半額補助の決議をいただき、平成30年９月分から小

中学校を、そして令和元年10月から保育所について半額補助をしているところでご

ざいます。 

  このことから、子育て支援施策としての給食費補助が義務教育にとどまらず幼・

小・中と、一貫した給食費約半額補助制度が実現をいたしております。 

  議員、御指摘の給食費無償化に関しましては、山積する課題がある中、「子供た

ちの未来を思う気持ち」、「子育てを支援したい気持ち」は貞森議員さんと同じで

あります。 
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  しかしながら、財政状況や受益者負担の公平性を保ちながら、こういった教育に

おける、ほかの施策や教育以外の分野にも施策を講じていかなければなりません。

限りある財源の中、教育環境の整備・充実など子供たちへの直接的な施策に力を注

いでまいりたいことから、幼・小・中一貫した半額補助制度を継続・維持していき

たいと考えております。 

  つきましては、町民の皆様方や議員の皆様方の御理解、御支援をお願いしまして、

貞森議員さんへの答弁とさせていただきます。 

○議長（濱岡 裕之） 貞森議員。 

○５番（貞森 義和） この半額補助は、前町長と前町議会の皆さんで決めていただ

いたことなんで、私らはその後で議員ならせてもらいましたので、新しい議員、み

んなでもう一歩進めたいという気持ちで私は述べさせてもらいましたが、今の回答

では、当分無理だみたいなことで、この議題については、これで私はもう不承不承

もう終わらさせてもらいます。 

  次の質問に入らせてもろてよろしいですか。 

  それでは、次は新型コロナについてお願いします。 

  私はワクチンの接種が始まるというそういう話だけで、コロナが終息したわけで

はありません。私いつもこのコロナについてはＰＣＲやといって、ちょっと前にニ

ュースでオリンピック済むまで、あんまりＰＣＲやったらいかんというふうなこと

書いた記事読んだ、いやこんなことはないでしょうと、こう思っとるんですけども、

ＰＣＲは全ての問題についての最優先の事項だと思います。 

  この前、私島津製作所がもうちょっとええ機械あるよと、言うたんですけども、

もっとええ機械が出た、できとんのやそうで、190万で島津製作所のそのワクチン、

ＰＣＲ検査の機器があるそうなんです。それ東南アジアあたりに、韓国あたりもそ

うだそうですが、日本の機械を使ってＰＣＲ検査をどんどんやっとるということを

聞きましたので、日本で造っとる機械で外国が一生懸命使とるんやったら日本もう

ちょっと使わんかいと、こういうつもりでね、私ＰＣＲ検査を、ＰＣＲやってなか

ったら私らは感染者であったとしても分からないわけですね、そういう意味ではＰ

ＣＲは180万か190万で、しかもそれ機械積んで、一人、そういう度会の医師会の関

係者の人が乗っていけば、将来全部でずっと回ったらできるという、そういうシス

テムやそうです。 

  そういう意味で、そういうの私聞きましたので、一応役場のほうでもそういう勉

強会みたいなんしていただいて、コロナについて、度会町４億円金来とるわけです

ね、１、7,000万円、２、２億3,000万円、３には１億ちょっと来ています。私が聞

いた限りではね、この前、議会で議員懇談会か何かで聞かせてもろたときには、ま

だ分かりませんって副町長の答弁でしたけど、１億円ぐらいは超えてきとると、そ
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の中で、まだ1,000万ぐらいはコロナに使えよということの指示のようですから、

聞くところによれば、そんなお金が来とんですから180万、190万のもんが買えない

はずはないんですね。 

  私はこれね、検査するの、早期発見、早期治療の意味で言うとるんで、感染者を

増やしたいとかね、数競いたいとか、毎日テレビでもうどこどこ何人、どこどこ何

人ってようけよそは検査してんねんなと、度会町なんか出るはずないと、してない

んですから、そういう意味で私は200万を切るような機械が、ええのあってするん

やったら、ＰＣＲ検査を町民の特に食品なんか扱ってる人らは、私らやってくれと

いう人あるかも分かりません。うちは安全ですよという看板かけたら、もっとみん

な食堂も入りやすいと、そういうつもりで私はＰＣＲを何としても度会町内でやっ

てもらいたいと、熱があってね、これ危ないと思って行くとしてくれることはある

んだそうです。 

  そやけど、健康な形で感染しとんの知らない人もようけおるわけですね、都会で

は。ですから、私らは熱あって医者へ駆け込んだということはないんですが、でき

たらやってほしいなと、ワクチンと一緒ですね、ワクチン貞森さん打つ、わし打ち

ますと、自分ではそういうつもりでおるんです。 

  ＰＣＲが簡単にできますよ、やるん、私やらせてくださいって、私らもう自分の

健康のためにね、やらせてほしいと思うので度会町でそういう100万円ちょっとの

金で何とかできないかなというのが私のＰＣＲについての２番目の質問です。 

  ですから、その機器を買うてでも町民全体でこうやって、その後、どうなるか分

かりませんが、予防とかね、そういう意味で言ったら災害、あるいは人災、そんな

ときには私は空振りでもね、準備したけど無駄やったわというのでも、町民の皆さ

んは怒らないと思います。 

  何もせんとね、コロナ対策とか、なんやらここ書いてあって議会だよりもそうや

って発表していますけども、町民の人はね、この議会だよりは主に、議会対策、コ

ロナ対策は何をどうやったんというのを書いてほしいという、皆さん、そんなこと

に結構関心がありますので、その点で町長に180万、190万を出して機器を買うて、

町内の希望者に検査をする、そういう気持ちはないだろうかという問いでございま

す。ここでいただきたいと思います。 

○議長（濱岡 裕之） 中村町長。 

○町長（中村 忠彦） それでは、貞森議員の質問にお答えをいたします。 

  ＰＣＲ検査機器を町で購入し、各地区巡回し実施してはどうかとのことでござい

ますが、令和２年９月定例会でもお答えをさせていただきましたように、今のとこ

ろ町で購入することは考えておりません。 

  ＰＣＲ検査につきましては、機器の購入だけでなく、その機器を操作する人員、
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また、購入する機器の性能により、どの程度信頼できるのか、その結果による診断

をどう取り扱うのか等、様々な課題がございます。また、昨今、唾液を郵送するこ

となどして検査するＰＣＲ検査キットが、身近なところで購入できる状況にもなっ

てきております。 

  御質問の機器購入及び各地区を巡回してのＰＣＲ検査の実施につきましては、町

の財政、取り扱う職員の体制などを総合的に判断し、今のところ実施する予定はご

ざいません。 

  役場や保育所、学校などで感染が拡散する恐れが発生した場合には住民サービス

の低下を最小限に抑えるためＰＣＲ検査キットを役場の中で保持をしております。

御理解を賜りたいと思います。 

  最後に、新型コロナウイルス感染拡大防止の内容につきましては、町民の皆様や

議員の皆様からの御協力に感謝の意を申し上げ、貞森議員さんへの答弁とさせてい

ただきます。 

○議長（濱岡 裕之） 貞森議員。 

○５番（貞森 義和） 私ね、成人式のときにＰＣＲ検査をやったんですね、あれは

いいことだと思います。１人8,800円やったか、かかったっていう話でしたが、あ

れを突破口にしてね、町民に広げてほしいというつもりで、初めてＰＣＲ検査をや

ってくれというと違うんです。一部そうやってしてね、それは効果はあったわけで

すから、できたらね、町民を守る、いい町にする、住みよい町にする、子育てしや

すい町にする、そういう町長のもともとの公約ですから、それに近づけてほしいと。 

  それで、私はこの機械買えと言うとんちゃうんです。この機械は、こんな機械が

出てきたで、役場にたくさん賢い人もいますから、そんなん一遍検討してくれませ

んかということで、お金がないというのはね、これは180万が大事だ、コロナで来

とるお金のこと言うたらね、皆さん、怒ってきます。各区へお金ばらまいたんちゃ

うかと言うてますから、いやいやこれは区のために、私も一生懸命しますけども

3,000万ばらまくんやったら、180万はなぜ買えやんねんなってきますから、そうい

う点で検討していただきたいと。 

  これ例えば、度会町で発生がした、クラスターが出たとか、そんなときにやった

ら、やっぱり買うといてよかったとかね、そういうふうになると思いますので、一

応検討だけしてくださるようにお願いして、私の質問を終わらせてもらいます。あ

りがとうございました。 

○議長（濱岡 裕之） 以上で、貞森義和議員の質問を終わります。 

  続きまして、６番 若宮淳也議員。 

《６番 若宮 淳也 議員》 

○６番（若宮 淳也） 改めまして、おはようございます。６番議員の若宮淳也でご
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ざいます。 

  通告書に従いまして、質問のほうさせていただきたいと思います。 

  もうすぐ、今年度も終わりとなり、新しい年度が始まろうとしております。全国

ではいまだ新型コロナウイルス感染症の影響が様々な分野で続いてる状況でござい

ます。行政運営や地域経済は感染防止という視点から従来と異なる対応を求められ

ていますし、また、地域の行事やイベント等も中止がいまだ相次いでおり、見通し

が立たない状況が続いておるところでございます。 

  また、コロナワクチンにつきましても、詳細がまだはっきりしておらず未定の状

態であり、また、まだもう少し終息をするには時間がかかるようなそういう気もい

たします。 

  度会町のみならず、日本全国が終息の見えないコロナ禍の現状で、毎日暗いニュ

ースが続いておりますが、一方で度会町では子供たちの活躍が目立っております。

小学校のソフトボールチームが、小学生のソフトボールチームが、男女ともに全国

大会、度会中学校では女子ソフトボール部は東海大会に、そして、相撲でも度会中

学校の生徒が全国大会に出場を決めました。 

  また、度会スポーツクラブの軟式野球のほうからもプロ傘下のチームに選ばれる

など、明るいニュースが多く入ってきております。 

  今回は、このように子供たちの頑張りと、実績を踏まえて度会町の子供たちのス

ポーツ振興の一環として支援の拡充について、質問させていただきたいと思います。 

  度会町では、日頃より度会スポーツクラブをはじめ、小中学生の様々なスポーツ

を支援していただいております。少子化や厳しい財政状況の中で、町としても子供

たちへのスポーツ支援という視点を大切に継続していただいていると思います。 

  しかし、町から度会スポーツクラブに対して、年間390万円の補助金を出してい

ただいてもらってますが、使い道といたしましては、この390万の中から美し国駅

伝やスポーツクラブの運動会の運営費、その他の経費に充てられ、そのほかの各競

技団体に10万円を割り振られているような状況だと聞いております。 

  各クラブにおきましては、10万円を使い切るクラブと、10万円では足りないとい

うクラブがあるそうでございます。支援に力を入れていっていただいているのは、

私も理解しているところでございますけれども、もう一歩、踏み込んで、その補助

の金額を上げてもらえないかと思うところでございます。 

  また、ソフトボールなど、全国大会出場を決め実績を残したクラブに全国大会の

出場経費の２分の１、東海大会などでは３分の１の補助を出していただいておりま

す。地域や県を代表して出場する全国大会等は、どうしても移動や食事、宿泊など

で多額の経費も発生し、今現在少子化で部員も少ない中での部費では保護者、指導

者などの経済的な負担というのも大きく積もってきております。 
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  団体競技、個人種目、どちらにしましても県代表や、県選抜または東海、全国大

会など、輝かしい成績を上げたときに町といたしましても、祝い金や報奨金など支

援をしてみてはどうか、もしくは補助率をもう少し上げてもらうことはできないか

と考えております。 

  このコロナ禍であってもスポーツの歩みを止めない、子供たちの心と体の成長を

サポートしていくためにもスポーツ支援を拡充していくことが必要だと考えますし、

また、そのことが度会町の発展にもつながるものと、私自身確信しているところで

ございます。 

  子供たちは、度会町の宝であり、スポーツを通して度会町の名を広めてくれてる

のは事実でございます。全国大会に出るのもなかなか難しいことですし、小学生の

ソフトボールは、今回も男女ともというのは、本当にすばらしくなかなか達成でき

ないことだと思います。 

  そういった観点から、度会町の子供たちのスポーツ支援の拡充について、どのよ

うにお考えであるか、お伺いしたいと思います。 

○議長（濱岡 裕之） 中村町長。 

○町長（中村 忠彦） それでは、若宮議員さんの質問にお答えをいたします。 

  現在、コロナ禍の中とはいえ、オリンピック・パラリンピック、さらに三重とこ

わか国体が次年度開催される予定となっており、国・県とも準備が進められている

ところであります。 

  今年は、かつてないスポーツの年となっておりますが、度会町でも「三重とこわ

か国体」デモンストレーション競技「ウオークラリー大会ｉｎ度会町」として国体

行事の先陣を切って開催を予定しているところであります。 

  アスリートの活躍が人々に感動を与え、また、日頃多くの方々が親しんでいる、

スポーツの意義は極めて重要な位置にあると考えております。 

  そこで、度会町では様々なスポーツ振興が図られているところですが、スポーツ

活動を通じた青少年健全育成の母体としてですが、平成23年に「度会スポーツクラ

ブ」を設立をいたしました。 

  そして、現在、このクラブが中心となり各種目団体に様々な支援を行っておりま

す。度会スポーツクラブ会員数は現在280名で、13団体が活動を行っておりますが、

当クラブの活動資金は町補助金が主なものとなっており、令和２年度は昨年度から

40万円増額の総額390万円としたところでございます。ちなみに、県内の同規模自

治体の中では上位の支援となっていると聞いております。 

  次に、大会参加への支援でありますが、その補助内容といたしまして、全国大会

は２分の１、東海大会は３分の１となっており、県内トップレベルの支援であると

考えております。 
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  また、中学校の部活動におきましても、全国大会出場は全額補助、遠征試合等へ

の交通費等も含め、様々な支援策を実施し、学校スポーツの競技力向上のための方

策を講じております。 

  全国大会等での輝かしいスポーツによる活躍や子供たちの健全な発達に結びつく

大きな力として、幼少期に家族や地域の人たちとの経験が生きていくと思います。

スポーツ関係団体や関係者並びにそれぞれの地域の皆様方や議員の皆様方の御理解、

御支援をお願いいたしまして、若宮議員さんへの答弁とさせていただきます。 

○議長（濱岡 裕之） 若宮淳也議員。 

○６番（若宮 淳也） 質問でも申し上げましたように、今は少子化になってスポー

ツクラブ等の部員が少なくなってきております。先ほど町長の答弁もありましたよ

うに、中学生のほうには全額補助という形で本当にトップレベルの支援をしていた

だいているという認識も当然のことながら私もあります。 

  その中でも、親、そして指導者の経済負担というのも大きくなってきているのは、

事実でございます。スポーツの歩みを止めず、子供たちのチャレンジをこの先も応

援いく意味でももう少し支援の拡充をぜひとも検討いただきたいなというふうな思

いではあります。 

  特に、全国大会や東海大会などに出場するような輝かしい成績を収めているクラ

ブや選手を支援していくということは、他の子供たちの励みにもなるはずです。そ

ういう意味では成績を上げたときに、祝い金、報奨金などで支援していくなど、厚

みをつけていただければというふうにも思います。 

  また、全国大会での補助が２分の１、東海大会やその他の大きい大会の補助に関

しましては３分の１というふうに言われておりますけれども、同じ全国大会でも、

どこで開催するかによっては経済負担というのが大きく変わってくるというふうに

思います。 

  ちなみに、出場を決めている小学生のソフトボール男子は、今回山口県、そして

女子は鹿児島県、中学のソフトボールは福岡県です。また、８月に開催される全国

大会にももし出場が決定したとなりますと、小学生のソフトボール男子は滋賀県、

そして女子は宮崎県、中学女子ソフトボールは茨城県というふうになります。 

  そこで、ちょっと最後にお聞きしたいなと思いますのが、開催される地域によっ

て移動や宿泊の負担も大きく変わってきます。全国大会がですね、開催される地域

は近いところか、また遠方なのか、あるいはまた交通手段ですね、移動手段をどの

ようにするのかによってはまた負担も異なってきますけれども、どの競技におきま

しても全国大会２分の１、東海大会ほか、大きな大会におきましては３分の１と一

律に考えるのではなく、遠い地域での開催で移動費や宿泊費が大きくかかるような

場合は、補助率なども上げる、もしくはプラスアルファの部分をつけるなどの支援
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の拡充も検討していただきたいと思いますけれども、この点についての見解もお聞

かせ願いたいと思います。 

  例えば、全国大会は愛知県、そして、その他、中日本大会などの大会が山口県、

仮にそうだとすると、２分の１の補助、そして３分の１の補助ということでは非常

に大きく負担が異なってきます。そういう部分について、その観点でどのように考

えられているのか、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（濱岡 裕之） 中西教育長。 

○教育委員会教育長（中西 正典） 若宮議員さんの御質問にお答えさせていただき

ます。確かに、距離が遠くなると当然出費も重なると、そういう状況の中で一律２

分の１、あるいは３分の１、地域によってその負担率も保護者の方々も多額になる

ということは、本当によく理解をさせていただいているところですが、ただ、他市

町村の現状も踏まえながら、今、度会町の補助を考えてみますと、多くはほとんど

２分の１というよりは、一定額、頭打ちというか、そういった額、あるいは年間、

大会、全国に１回だけとか、そういうような制約の中で、教育委員会としては、県

内トップレベルと言いましたけれども、現状ではかなりレベルの高い支援を行わさ

せていただいているところでございます。 

  例えば、距離が相当遠くなる町民におきましても２分の１という補助をさせてい

ただきますので、かなり補助額も高額になってきております。他市町におきまして

は一定額というところもございます中で、何とか半額補助を維持してきたというの

は現状でございます。 

  とは言いましても、全国大会の活躍、そういった子供たちを支援していくために

も検討をさせていただきたいとは思っております。また、関係部局、町長部局とも

連携を図りながら、検討を重ねていきたいと思っておりますので、御理解をいただ

きたいと思います。 

○議長（濱岡 裕之） 若宮議員。 

○６番（若宮 淳也） 度会町が大きいトップレベルの支援をしていただいていると

いうことは重々ほかの市町村の方々にもお聞きしましたが、うちないよと言うてる

ところもありましたので、その辺では本当に子供たちのことを思って支援のほうを

していただいているというのは重々承知はしております。 

  先ほど言いましたように２分の１、３分の１の補助において、開催する地域によ

っては大きく変わってくるということにありまして、教育長からも先ほど検討して

いただくというお返事いただきましたけれども、未来ある子供たちが一生懸命この

コロナ禍の中でも日々練習を行い、そういう結果を残してきているということはと

てもすばらしいことであって、質問にも言いましたけれども、ほかの子供たちのま

た励みにも必ずつながってくると思います。 
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  そういった、中学生では全額補助というふうな形も言っていただいておりますけ

れども、その補助率のほう上げるのか、それとも遠い地域、近い地域のほうでまた

検討をいただけるのか、どちらにしてもいい形で期待をしたいと思います。いずれ

にしましても、スポーツを通じて度会町が元気になり、子供たちが健やかに成長し

ていく上では、今後も、どのようなスポーツ支援の在り方がいいのか、それを継続

して検討していただきたいと思います。 

  町としましても、これまでの支援をさらに充実したものにしていただきたいと申

し述べ、これで私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございます。 

○議長（濱岡 裕之） 以上で、若宮淳也議員の質問を終わります。 

  続きまして、４番 長谷川多一議員。 

《４番 長谷川多一 議員》 

○４番（長谷川多一） それでは、長谷川でございます。質問をさせていただきたい

と思います。 

  まず最初に、先ほどから出ておりますように小学校、中学生に対する支援につい

ていろんな一般質問をされまして、また検討も行いたいというような答弁もいただ

いてることについて非常に御理解があるのかなというふうに考えてます。 

  私はですね、今回の第７次総合計画も見せていただき、また、日頃から考えるこ

とについて、質問をさせていただきたいと考えております。 

  まず最初に、小学校の教育に関しまして現在ＧＩＧＡスクール構想もありますし、

タブレットの配布もしていただいて、非常に進めていただいておるわけですが、こ

れを一歩進めてですね、小学校のプログラム教育、小学校からのですね、プログラ

ム教育ができないかというように考えてます。 

  これから、質問書も書きましたように社会に出ていく子供たちはですね、特に最

近より、これからますます進むんじゃないかと思ってますが、英語力とそれからコ

ンピューターに関する知識というのは必要ではないかというように考えてます。ま

た、ただ英語教育につきましては今回の予算もですね、ＡＬＴですか体制をまた拡

充していただいて、これからますます進めていただけるというように見せていただ

いておりますので、非常に心強く感じているところでございますが、ただ、コンピ

ューター、いわゆるパソコン関係につきましては、タブレットの配布までは進めて

いただいたわけですけど、それをどう生かすか、どう使っていくかということにつ

いては、まだ具体的な構想が出していただいてないように思ってます。 

  これは今後、検討されるというふうに聞いておりますが、その中で、コンピュー

ターのプログラミングというのはですね、皆さんも御存じだと思いますが、これか

ら何を使いこなすにも、プログラミングを知ってるか、知らないかということで、

随分、物の見方、考え方、それから使用機器を使いこなすについても違ってくるん
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じゃないかと思ってます。 

  多分、私は昔の人間ですので、そんなにコンピューターについて強くないもんで

すから、やはりもっと勉強しとけばよかったなと思うことが、今での生活の分多々

あるわけですけども、これからの子供はますます必要なってくるんじゃないかとい

うように考えてます。 

  そういう中で、特にアメリカ等ではですね、もう何年も前から実施されてますけ

ども、日本においては高校ではいろんなロボコン大会とかいろいろなことがあって、

プログラミング教育はかなりされてる学校もあるように見ておりますが、小中学生

ではあまりないんじゃない、なされてないんじゃないかなというふうに考えてます。 

  そういうことがいろいろ書いてあるわけですけども、また、プログラミング教育

を当町でもし仮に、できるようになってですね、これが一つの教育課程というんで

すか、中に入れていくことによって、ほかの学校とは差がつけられるんじゃないか

なと私は考えてます。 

  そうすれば、そういう特徴ある学校に無理してでも子供入れたいなという親が将

来的には出てくるんじゃないかと、そこで、子供のために・・・ではないですが、

住所変えてでも、やはり度会町に住んでみようかというふうなものも出てくるんじ

ゃないかなと、長期的に考えればと思っておりますので、いわゆる人口減少問題に

も多少のプラスにはなるんじゃないかというふうに、波及効果でございますが考え

ております。 

  そういうことをただ考えますと、すぐにできるんではないかと思っておりますが、

国もデジタル庁の新設等を考えている中でですね、基本的には上がってきてるんじ

ゃないかと思いますので、これが教育体制に関して、今年から検討をしていただけ

ればなと私なりには考えておりますので、この点について、町長なり、教育長の今

後のお考えをお聞かせいただきたいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（濱岡 裕之） 中村町長。 

○町長（中村 忠彦） それでは、長谷川議員さんの質問にお答えをいたします。 

  次年度からの「第７次総合計画」を策定するに当たって、長期的な視点で目指す

べき町の将来像及び実現のための指標を示させていただきました。 

  その中で、重点プロジェクト１として「未来へつなごう！子育て」を掲げ、「幼

少期からの英語スタートアップ事業」、「ＧＩＧＡスクール構想を活用した新しい

教育活動の推進」を図っていくこととしております。 

  この基本構想は、長谷川議員御指摘の内容とまさに同じくするものと考えており

ます。国際化・グローバル社会を見据え、早い段階から英語や国際文化に直接触れ

る機会をつくることで、子供たちの興味・関心、コミュニケーション力を高め、就

学後の主体的な学びへつなげていきたいと考えています。 
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  また、プログラミング教育を含めたＩＣＴ教育は今後の学校教育で重要な位置を

占めていくと考えております。 

  今年１月当初から、周辺地域に先駆けて１人１台タブレットを導入することがで

きました。あわせて、各教室に電子黒板や実物投影機等も導入して、ＩＣＴ環境を

積極的に取り入れることによって、教育機器としてのツールが限りなく広がり、子

供たちが主体的に、創造性を育み、教育の町度会町へと可能性を広げ、魅力あるま

ちづくりとして期待いたします。 

  いずれもやっぱり先生、教える先生がこの専門家でなければ、なかなかこれは難

しいのかなというふうに考えております。 

  なお、プログラミング教育等、学校教育の内容については、教育長が答弁をいた

しますので御理解、御了承をお願いいたします。 

○議長（濱岡 裕之） 中西教育長。 

○教育委員会教育長（中西 正典） 町長に続きまして、長谷川議員さんの御質問に

ついてお答えをさせていただきます。 

  長谷川議員さんの御質問につきましては、町長より教育の町への基本構想に関す

る部分を中心にお答えをさせていただきましたので、私からは、教育的な立場から

お答えさせていただきたいと思います。 

  小中学生に一貫したプログラミング教育の必要性は、今後の教育の方向性を考え

たとき長谷川議員の御指摘のとおり、ますますその必要性、重要性は高まってくる

と認識をしております。 

  ここで、国のＧＩＧＡスクール構想に基づく１人１台タブレット端末導入を中心

とする、いわゆる「ＩＣＴ教育」と、さらに新たな学習指導要領で指導の必修化に

なった「プログラミング教育」のそれぞれの位置づけについて触れてみたいと思っ

ております。 

  タブレットなど情報通信機器を教育現場で活用する、いわゆる「ＩＣＴ教育」の

目的は大きく２つ挙げられると認識しております。 

  １つは、子供たちの確かな学力を育成するために、より分かりやすい授業を実現

するツールとして、ＩＣＴを効果的に使用し、視覚や聴覚に訴えかける臨場感のあ

る学びの実現と考えます。 

  もう１つは、知識や情報をインターネットでいつでもどこでも入手できるように

なった現在、膨大な知識や情報の中から必要なものを主体的に選び、活用できる情

報活用能力や想像力の育成が急がれていると考えます。 

  このように、ＩＣＴ教育は、教育の質の向上や次代が求める新しい学びの実現に

有効なものとして期待をしております。 

  一方、プログラミング教育の狙いですけれども、プログラミングのスキルを身に
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つけるだけでなく、小学校段階における論理的思考力や創造性、問題解決能力等の

育成が目的と考えております。これは学習指導要領に明記されたプログラミング教

育の狙いになっております。 

  その時々に合わせて柔軟に対応できる、時代を超えて普遍的に求められる資質・

能力を身につけ、将来どのような職業に就くときにも必要となるプログラミング的

思考の育成が求められていると言えます。 

  度会町では、今年度のタブレット端末の導入を機会に、ＩＣＴ教育機器の活用の

充実を推し進める中で、プログラミング的思考の涵養を目指して、プログラミング

教育の関連ソフトを活用するなどと、一層の情報教育の振興を図っていきたいと考

えます。 

  町長の内容にもありましたように、プログラミング教育を含めたＩＣＴ教育は今

後の学校教育で重要な位置を占めていくと考えています。今後も度会の学校では、

先進的な教育機器を積極的に取り入れることによって、教育環境が広がり、子供た

ちが主体的で、創造性に満ちた教育の町として、魅力あふれるまちづくりに努めて

いきたいと思います。 

  次の世代を担う子供たちの教育環境の充実のために関係部局と連携を図りながら、

今後も取り組んでいきたいと願っておりますので、町民の皆様方や議員の皆様方の

御理解、御協力をお願いいたしまして、長谷川議員さんへの答弁とさせていただき

ます。 

○議長（濱岡 裕之） 長谷川議員。 

○４番（長谷川多一） 大変、心強いお言葉ありがとうございました。 

  １つおわびですが、学習指導要領に必修になっているというのを私が勉強不足で

知りませんだので失礼いたしました。 

  ありがとうございます。そういう方向で進めていただければ当町の子供たちも大

変役に立つんじゃないかと思っております。ただ、先ほども申しましたように、ど

こかやってからやるのでは特徴ある町というようにはならないと思います。こうい

う田舎の小さな町ですので、できれば全国に先駆けて始めていただく、他町と違う

ことで度会町はすごいんだなと、１つ度会町のＰＲになるんじゃないかと私は思い

ますので、希望でございますが、一日も早く、今年できる問題はないと思いますが、

一日も早く体制を整えていただいて、プロの、プログラムのプロの方も見つけてい

ただいてですね、こうした教育体制をとっていただければ当町のためにもなるのか

なと思いますので、よろしくお願いして、私の第１の質問を終わらせていただきま

す。 

  ２番目でございますが、これを昨年の定例会においても、私質問をさせていただ

いて、町長からも一定の検討を進めるというお言葉も頂いた課題でございますが、
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やはり今回の第７次総合計画にもうたっていただきましたように、人生をより生き

生きと活躍し続けられる町の実現ということが、うたわれておりまして、その中の

１つを具体的な方法として、やはりシルバー人材センターの設立を１つの課題とし

て挙げていただいております。 

  せっかく、そこまで総合計画をうたっていただいたものですし、検討も進めてい

ただくということをお言葉も頂いておる中でですね、三重県下でもこの人材センタ

ーがないのは、朝日町と朝日地区というんですかね、朝日と当町だけかなというよ

うに私は思っておりますが、そういう中で、いろいろ課題はあると思います。確か

に、じゃ人材センターつくっても、それでも活用する人はそんなにおるのかなとか、

当町の実情として、そういう課題はあろうかと思いますが、ただ、独り暮らしのお

年寄りも増えてきておりますし、やはり、どなたかの手助けをしていただかないと、

日常生活、家の周りの片づけ等々もできかねる方も結構お見えになっているんじゃ

ないかということも考えますと、お助け隊は確かに役に立っていいことでございま

すが、一つの人材センター方式にして、それなりのやっていただく方にもそれなり

の報酬も支払われる体制を取られて町民の困ってる方も安心してというか、堂々と

お願いできる体制も取っていただくのもいいんではないかと思いますので、せっか

く総合計画にうたわれていることでございますし、できれば一日も早い人材センタ

ーの設立をして、高齢者にも生きがいを与えていただけるようにしていただいては

いかがと思いますので、改めて町長にそのお考えをお聞かせいただきたいというこ

とで、質問させていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（濱岡 裕之） 中村町長。 

○町長（中村 忠彦） それでは、長谷川議員さんの質問にお答えをいたします。 

  シルバー人材センターの設立についてでございますが、令和２年第１回定例会で

答弁いたしましたとおり、今年度において社会福祉協議会と協力し、他町の視察や

設立に向けての協議を行うとともに、三重県シルバー人材センターへも意見の照会

を行ってまいりました。 

  町でのシルバー人材センター設立については、お助け隊を運営する社会福祉協議

会と連携し、国からの補助を受けるために独立した一般社団法人として設立するこ

とを検討していきたいと考えております。 

  しかしながら、法人として運営していくには、担い手の確保や仕事量があるのか、

ないのか、どうかなど組織の経営について、また、民営事業者との調整も考えてい

かなければなりません。さらに、組織の設立、運営には町からの支援は必要となっ

てまいります。 

  町財政の健全な運営を継続していくためにも、センター設立には慎重に制度設計

を行っていく必要があると考えております。 
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  また、ボランティアのような奉仕ではなく、あくまで労働の対価を得るための仕

事であり、センターを設立するだけでなくそれを継続して運営していくことが重要

になってまいります。そのために、様々な課題を解決し、「第７次度会町総合計画」

期間内の設立を目指して進めてまいります。 

  以上、長谷川議員さんへの答弁といたします。 

○議長（濱岡 裕之） 長谷川議員。 

○４番（長谷川多一） ありがとうございます。 

  おっしゃるとおりでですね、いろんな課題があろうかと私も思います。ただ、仕

事についてはですね、私が残念に思っているのは、度会町かなり荒廃が増えてきま

してですね、22号線を走っておりましても、草も刈らずにぼうぼうとなっていると

ころが22号線にかなり目立ってきているというようなことを考え、ただ、事務所の

方はですね、やはり気にはなっているんじゃないかなと思ってます。 

  その中で、誰に頼んでいいやらとかでは、自分ではなかなか草刈りのためにとい

うような方もお見えになるんじゃないかと思ってますし、町の荒廃を防いでいくた

めにもですね、業務はそれなりの進め方をすれば確保できるのか、ただ他の人材セ

ンターのように企業への派遣とか、そういうところを仕事はなかなか度会町で難し

いのかなと私は思ってます。 

  ですから、おっしゃられるように運営経費、運営体制、それから継続ということ

を考えますと、かなりいろんな検討をしていただかないかんのかなという気はあり

ますが、それでもやはり、また高齢者がですね、私が思いますのに度会町は健康保

険の使用料が非常に県下でも過去下から３番目ぐらいでしたか、低いということで、

非常に健康な方がおみえになる、多いと、しかも高齢化は３割ぐらいいってる、詳

しい数字は間違っているか分かりませんが、これがやはり進んでいる中で健康保険

の使用率は低いということは、健康なお年寄りが結構多いのかなと、ただ、そうい

う方たちも家でぶらぶらしてるとやっぱりぼけたり、弱ってたりしますんで、そう

いうときも案外、人の役に立ちたいという方も見えるんじゃないかなと思いますの

で、町長がおっしゃられるように、総合計画の５年間なり、10年間という中で検討

を進めたいということでございましたが、それはそれで結構ですけど、できればで

すね、同じやるなら、元気なお年寄りがお見えになる間に50万増えるわけですが、

参加できる場所、町も負担はあろうかと思いますが、できるだけ早くつくっていた

だけるように御検討いただきたいと考えておりまして、そのこともお願いして、私

の質問を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（濱岡 裕之） 以上で、長谷川多一議員の質問を終わります。 

  暫時、休憩をいたします。 

                              （10時05分休憩） 
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                              （10時20分再開） 

○議長（濱岡 裕之） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

◎各常任委員長審査結果報告、質疑 

  日程第２ 各常任委員会に付託いたしました、議案の審査結果について、各常任

委員長より報告を求めます。 

  予算決算常任委員長 舟瀬  勝議員。 

○予算決算常任委員長（舟瀬  勝） 報告いたします。 

  予算決算常任委員会に付託されました、議案第１号 令和３年度度会町一般会計

予算、議案第８号 令和２年度度会町一般会計補正予算（第８号）、議案第22号 

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度度会町一般会計補正予算（第７

号））、以上議案３議案について、教育長、関係課長、課長補佐、係長の出席を求

め、慎重審議の結果、いずれの議案も原案どおり可決・承認すべきものと決しまし

た。 

  以上で、報告を終わります。 

○議長（濱岡 裕之） ただいまの予算決算常任委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（濱岡 裕之） 質疑なしと認めます。 

  予算決算常任委員長報告に対する質疑を打ち切ります。 

  続きまして、総務住民常任委員長より報告を求めます。 

  総務住民常任委員長 西井 仁司議員。 

○総務住民常任委員会委員長（西井 仁司） 報告いたします。 

  総務住民常任委員会に付託されました、議案第２号 令和３年度度会町国民健康

保険特別会計予算、議案第３号 令和３年度度会町住宅新築資金等貸付事業特別会

計予算、議案第４号 令和３年度度会町介護保険特別会計予算、議案第６号 令和

３年度度会町後期高齢者医療特別会計予算、議案第９号 令和２年度度会町国民健

康保険特別会計補正額（第４号）、議案第10号 令和２年度度会町介護保険特別会

計補正予算（第４号）、議案第11号 令和２年度度会町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第４号）、議案第12号 地方自治法第96条第２項の規定による議会の議決

すべき事件を定める条例の一部を改正する条例について、議案第13号 度会町議会

議員及び度会町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例について、議案第14

号 度会町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例について、議案第15号 度会町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、議案第16号 度会町
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国民健康保険条例の一部を改正する条例について、議案第17号 度会町介護保険条

例の一部を改正する条例について、議案第18号 度会町指定居宅介護支援等の事業

の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、議案第

19号 度会町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例について、議案第20号 度会町指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準に関する条例の一部を改正する条例について、議案第21

号 度会町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準に関する条例の一部を改正する条例について、議案第23号 第７次度会町総

合計画基本構想について、議案第24号 注連指辺地に係る公共的施設の総合整備計

画について、議案第25号 立花辺地に係る公共的施設の総合整備計画について、議

案第26号 市場・脇出辺地に係る公共的施設の総合整備計画について、議案第27号 

度会町地域福祉センターの指定管理者の指定につき同意を求めることについて、以

上、22議案について、関係課長、係長の出席を求め、慎重審議の結果、いずれの議

案も原案どおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、報告を終わります。 

○議長（濱岡 裕之） ただいまの総務住民常任委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（濱岡 裕之） 質疑なしと認めます。 

  総務住民常任委員長報告に対する質疑を打ち切ります。 

  続きまして、産業教育常任委員長より報告を求めます。 

  産業教育常任委員長 若宮 淳也議員。 

○産業教育常任委員長（若宮 淳也） 報告いたします。 

  産業教育常任委員会に付託されました、議案第５号 令和３年度度会町郡指導主

事共同設置事業特別会計予算、議案第７号 令和３年度度会町水道事業会計予算、

議案第28号 宮リバー度会パーク・遊水プール鏡指定管理者の指定につき同意を求

めることについて、以上、議案３議案について、教育長、関係課長、局長、課長補

佐、係長の出席を求め、慎重審議の結果、いずれの議案も原案どおり可決すべきも

のと決しました。 

  以上で、報告を終わります。 

○議長（濱岡 裕之） ただいまの産業教育常任委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（濱岡 裕之） 質疑なしと認めます。 

  産業教育常任委員長報告に対する質疑を打ち切ります。 

  各常任委員長報告は、お手元に配付いたしました委員会審査報告書のとおり、い

ずれも原案可決・承認であります。 

  これで、常任委員長報告を終わります。 

 

◎討論（議案第１号～議案第28号） 

  日程第３ これより討論を行います。 

  お手元に配付いたしております提出議案書のとおり、議案第１号から議案第28号

までを議題とし討論を行いますが、各議案に対する討論の通告はございません。 

  よって、討論なしと認め、議案第１号から議案第28号までの討論を打ち切りたい

と思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱岡 裕之） 異議なしと認め、これで討論を終わります。 

 

◎採決（議案第１号～議案第29号） 

  日程第４ これよりお手元に配付いたしております提出議案書の議案第１号から

議案第29号についてを採決いたします。 

  議案第１号 令和３年度度会町一般会計予算に対し、原案に賛成の方の挙手を求

めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第１号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第２号 令和３年度度会町国民健康保険特別会計予算に対し、

原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第２号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第３号 令和３年度度会町住宅新築資金等貸付事業特別会計予

算に対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第３号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第４号 令和３年度度会町介護保険特別会計予算に対し、原案

に賛成の方の挙手を求めます。 
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（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第４号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第５号 令和３年度度会町郡指導主事共同設置事業特別会計予

算に対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第５号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第６号 令和３年度度会町後期高齢者医療特別会計予算に対し、

原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第６号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第７号 令和３年度度会町水道事業会計予算に対し、原案に賛

成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第７号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第８号 令和２年度度会町一般会計補正予算（第８号）に対し、

原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第８号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第９号 令和２年度度会町国民健康保険特別会計補正予算（第

４号）に対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第９号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第10号 令和２年度度会町介護保険特別会計補正予算（第４号）

に対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第10号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第11号 令和２年度度会町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第４号）に対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 
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（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第11号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第12号 地方自治法第96条第２項の規定による議会の議決すべ

き事件を定める条例の一部を改正する条例についてに対し、原案に賛成の方の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第12号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第13号 度会町議会議員及び度会町長の選挙における選挙運動

の公営に関する条例についてに対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第13号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第14号 度会町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例についてに対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第14号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第15号 度会町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてに対し、原案に賛成

の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第15号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第16号 度会町国民健康保険条例の一部を改正する条例につい

てに対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第16号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第17号 度会町介護保険条例の一部を改正する条例についてに

対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第17号は原案どおり可決されました。 
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  続きまして、議案第18号 度会町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例についてに対し、原案に賛成の方の挙

手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第18号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第19号 度会町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例についてに対し、原案に賛成の方の挙手を求めま

す。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第19号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第20号 度会町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準に関する条例の一部を改正する条例についてに対し、原案に賛

成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第20号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第21号 度会町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準に関する条例の一部を改正する条例についてに対し、

原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第21号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第22号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度度

会町一般会計補正予算（第７号））に対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第22号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第23号 第７次度会町総合計画基本構想についてに対し、原案

に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 
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  よって、議案第23号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第24号 注連指辺地に係る公共的施設の総合整備計画について

に対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第24号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第25号 立花辺地に係る公共的施設の総合整備計画についてに

対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第25号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第26号 市場・脇出辺地に係る公共的施設の総合整備計画につ

いてに対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第26号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第27号 度会町地域福祉センターの指定管理者の指定につき同

意を求めることについてに対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第27号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第28号 宮リバー度会パーク・遊水プール鏡指定管理者の指定

につき同意を求めることについてに対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第28号は原案どおり可決されました。 

  続きまして、議案第29号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

に対し、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、議案第29号は原案どおり可決されました。 

  暫時、休憩をいたします。 

                              （10時43分休憩） 

                              （10時55分再開） 

○議長（濱岡 裕之） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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◎議員提出議案の上程（発議第１号） 

  追加日程第１ 追加日程をお諮りいたします。 

  ただいま議員提出されました発議第１号 地方たばこ税を活用した分煙環境整備

に関する意見書の提出についてを日程に追加し、追加日程として議題といたしたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の発声あり） 

○議長（濱岡 裕之） 異議なしと認めます。 

  よって、発議第１号を日程に追加し、追加日程として議題とすることに決定をい

たしました。 

 

◎提出理由の説明（発議第１号） 

  追加日程第２ 発議第１号に対して、提出議員より提出理由の説明を求めます。 

  10番 牧 幸作議員。 

○10番（牧 幸作） 発議第１号 地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する

意見書の提出について 

  地方自治法第99条の規定に基づく別紙意見書を度会町議会会議規則第14条第１項

及び第２項の規定により提出とする。 

  令和３年３月18日 

  度会町議会議長 濱岡 裕之 様 

  提出者 度会町議会議員 牧  幸作 

  賛成者 度会町議会議員 大西  徹 

  提出理由 

  昨今、国内のたばこを取り巻く環境は、令和２年４月１日から改正健康増進法が

全面施行され、喫煙者は多くの屋内施設において喫煙することができなくなり、屋

外で喫煙することにより、望まない受動喫煙が生じたり、吸い殻のポイ捨て、歩き

たばこ、更には火災に繋がることも心配されるところです。 

  「望まない受動喫煙」の防止および環境美化の観点、加えて安定的な税収を確保

する面からも喫煙者、（大人約20％）を一方的に排除するのではなく、必要な場所

に喫煙（分煙）場所を設けることが必要であると考えます。 

  よって、別紙意見書を関係機関に提出したい。これがこの意見書を提出する理由

である。 

  以上です。 

○議長（濱岡 裕之） 以上で、提出理由の説明は終わりました。 

  議員提出されました１議案は、会議規則第39条第３項の規定により委員会付託を
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省略いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の発声あり） 

○議長（濱岡 裕之） 異議なしと認めます。 

  よって、発議第１号については、委員会付託を省略することに決定いたしました。 

 

◎質疑（発議第１号） 

  追加日程第３ これよりお手元に配付いたしました発議第１号に対する質疑を行

います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の発声あり） 

○議長（濱岡 裕之） 質疑なしと認めます。 

  発議第１号に対する質疑を打ち切ります。 

  これで、発議に対する質疑を終わります。 

 

◎討論（発議第１号） 

  追加日程第４ これより討論を行います。 

  発議第１号 地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する意見書の提出につい

てに対する討論を行います。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

  ございませんか。 

（「なし」の発声あり） 

○議長（濱岡 裕之） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  ございませんか。 

（「なし」の発声あり） 

○議長（濱岡 裕之） 討論なしと認めます。 

  発議第１号に対する討論を打ち切ります。 

 

◎採決（発議第１号） 

  追加日程第５ これより発議第１号についてを採決いたします。 

  発議第１号 地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する意見書の提出につい

てに対し、賛成の方の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（濱岡 裕之） 賛成全員であります。 

  よって、発議第１号については、原案どおり可決されました。 
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◎閉会中の継続審査の申出について 

  日程第５ 閉会中の継続審査の申出についてを議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員会委員長より、委員会において審査する事件につき、会議規則第75

条の規定により、閉会中の継続審査の申出があります。 

  委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに、御異議ございません

か。 

（「異議なし」の発声あり） 

○議長（濱岡 裕之） 異議なしと認めます。 

  よって、委員長より申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定をいたし

ました。 

 

◎閉会の宣告 

  これをもちまして、今期定例会に提出されました議案の審議は全て終了いたしま

したので、令和３年第１回度会町議会定例会を閉会いたします。 

                                （11時01分） 
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